
▲テラス石森（福島県田村市）
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道
の
駅
「
パ
レ
ッ
ト
ピ
ア

お
お
の
」
（
岐
阜
県
揖
斐
郡

大
野
町
）
の
特
徴
は
、
本
来

の
道
の
駅
の
機
能
で
あ
る
物

品
販
売
と
観
光
資
源
に
よ
る

情
報
発
信
に
加
え
て
、
子
育

て
支
援
施
設
「
子
育
て
ハ
ウ

ス
パ
ス
テ
ル
」
及
び
防
災
機

能
を
組
み
合
わ
せ
た
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。
町
総
人
口
の

４．９
倍
も
の
利
用
者
が
あ
り
、

そ
の
内
の
町
外
利
用
者
が
約

９０
％
も
あ
り
ま
す
。
交
通
の

便
を
生
か
し
た
計
画
が
如
実

に
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
先
行
投
資
で
成
約
率
を

ア
ッ
プ
さ
せ
、
中
規
模
以
上

の
企
業
を
誘
致
し
、
製
造
業

を
主
体
と
し
て
雇
用
の
吸
収

力
を
高
め
て
い
ま
す
。
「
駒

ケ
根
雇
用
対
策
協
議
会
」
を

設
立
し
、
地
元
資
源
の
有
効
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福
島
県
田
村
市
に
「
廃
校

利
活
用
の
現
状
と
今
後
の
課

題
」
に
つ
い
て
行
政
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　
常
葉
地
区
の
小
学
校
3
校
、

中
学
校
1
校
の
立
地
条
件
を

活
か
し
た
併
設
型
の
小
中
一

貫
教
育
を
例
に
説
明
を
う
け

ま
し
た
。
学
校
運
営
協
議
会

を
設
置
し
、
保
護
者
及
び
地

域
住
民
の
学
校
運
営
の
参
画

や
連
携
強
化
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
住
民
と
の
信

頼
関
係
を
深
め
て
い
き
ま
し

た
。
廃
校
の
施
設
は
有
効
な

活
用
方
法
が
見
つ
か
ら
ず
、

遊
休
施
設
と
な
っ
て
い
る
も

の
も
多
い
で
す
。
そ
こ
で
、

事
業
を
特
定
せ
ず
に
民
間
事

業
者
等
の
自
由
な
発
想
に
よ

る
提
案
を
募
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
廃
校
利
活
用
の
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
、
周
辺

住
民
か
ら
理
解
が
得
ら
れ
、

雇
用
や
地
場
産
業
の
創
出
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
譲
成
な
ど
、

地
域
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
事

業
を
条
件
と
し
ま
し
た
。

委員会行
政視察報告書

総務文教委員会　10月28日～29日
建設福祉委員会　11月13日～14日
広報特別委員会　10月 2日～ 3日

活
用
に
よ
り
、
成
功
を
収
め

て
い
ま
す
。
有
効
求
人
倍
率

も
１．６
倍
を
超
え
地
域
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
成
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。

◆
企
業
誘
致
で
雇
用
拡
大

　（
駒
ケ
根
市
）

▲長野県駒ヶ根市
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